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九州大学デジタルアーカイブ（本誌8頁参照）より「蒙古襲来絵詞」（模本、九州大学附属図書館所蔵）

｢淡古襲来絵詞」は鎌倉時代の肥後国御家人竹崎季長が作成したもので、文永・弘安の役（元憲）の様子が絵と詞瞥に克明に記録されている○これは文永の役
(1274年秋）のl際の蒙古兵。
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メッセージ

アーカイブについて考える

独立行政法人国立公文書館

アジア歴史資料センター長・神田外語大学長石井米雄

20歳の末ころから30歳のなかばにかけ

て、10年ほど役所づとめをしたことがあ

る。まず研修所というところに入れられ、

事務官の基礎知識である文書作成の基本

を習った。トップダウンかボトムアップ

かという議論があるが、わが国の官庁の

場合、所要案件についての原義書の起案

は、行政機構の最底辺に位置する担当事

務官によって行われるのが建前である。

起案された原義書は、まず直属上司の係

長、課長補佐、課長によって朱を加えら

れ、さらに最終決済を得るため審議官、

局長、次官へと順々に「上げられ｣、最

後には大臣名義の「公信」となって発信

される。案件が役所内部の問題に関する

場合には、同じ手順によって「高裁案」

が作成され、それにより役所の意思決定

が文書として確定される。こうして作成

された一連の公文書は、一定期間所管課

のファイルに保管され、ときおり参考資

料として参照されることがあるが、所定

の期間がすぎると文書課に「下ろされ」

て、いわゆる「退役文書retired

dOcument」となる。いったん文書課に

｢下ろされた」文書は、特別のことでも

ないかぎり、担当官の日常業務とは無関

係な存在となる。つまり行政のプロセス

から切断され、意識外の存在と化すので

ある。これが筆者の公務員時代に経験し

た行政文書の作成と保存の過程であっ

た。最近の状況を直接知る立場にないの

で確言はできないが、このシステムは、

内
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半世紀を経た今日でも本質的に変ってい

ないのではないかと想像する。筆者はの

ちに役所を離れ、大学に移籍して歴史研

究者となった。そしてしばしばタイやイ

ギリスに出かけ、各地の公文書館所蔵の

公文書を閲覧している。しみだらけの紙

に、かすれかけたインクで書かれたタイ

語や英語の原義書を読みながら、日本の

場合と同じように、起案者力作の原義書

に容赦ない上司の加筆訂正が加えられ、

初稿が影をとどめぬほど変形して行く様

子を眺めながら、若き日のわが身の経験

を思い起こしたものである。

各省庁では、四六時中、さまざまな公

文書が生産されている。細かな点に相違

はあるものの、基本的な手順は大同小異

であろう。研究者が、ある案件に関する

当該官庁の決定を知ろうとおもえば、や

がて印刷に付され発表される文書でも足

りるかもしれない。しかし歴史を研究す

る場合、結論よりむしろその決定が下さ

れるにいたった過程を知ることがしばし

ば重要となる。その為には、原義書を閲

覧することが必須となる。研究者が、足

しげく公文書館へ通い、完成の途上がな

まなましく記録された原義書の精読に汗

をながす理由がここにある。

とすると、こうした記録が歴史資料と

して保存されるアーカイブという組織の

重要性が浮かびあがって来る。どの段階

のどの文書をどのような形で保存すべき

なのか。その選択の基準はどうか。取捨

選択に窓意や、役所の利害がからまるこ

とはないのか、等々、アーカイブをめぐ

る問題は山ほどある。諸外国の話を聞い

てみると、アーキビストの地位はかなり

高く、高度な専門性が要求される職業で

あることがわかる。残念ながらわが国の

状況を見ると、アーキビストは公的資格

と認められていないばか17か、その重要

性がほどんど議論されることが少ない。

いったいこれはなぜなのだろうか。

若いとき、公務員となって初めて公文

書なるものを起案したときの、筆者のい

だいた気持ちを今反省してみると、関心

の中心は上司の決済で、文書課に「下ろ

された」決済済みの起案文書が、アーカ

イブとして公開利用されるかもしれない

などとは､夢にも考えたことはなかった。

こうしたアーカイブの意味についての無

関心、無知識は筆者だけでないというこ

とを痛感させられたことがある。それは

村山内閣時代に立案された「平和友好交

流計画」の一環として「アジア歴史資料

センター」の設立がとりあげられ、その

開設準備の一環として、アーカイブ事情

の調査のため、アジア諸国を訪問したと

きのことである。表敬のため訪れた某国

駐在の日本大使館の晩餐会の席上であっ

たかと思う。今回の出張は、アジア関係

の公文書の保存と公開のあり方を検討す

るための調査旅行で、この経験をもとに

日本のもつアジア関係歴史資料の保存と

公開の方法を検討するつも1，ですと出張

の趣旨を話すわれわれに向かって、いか

にも脈に落ちないといった顔つきのある
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高級館員のロから、「われわれが日常作

成している文書の保存がそれほど重要な

意味をもっているんですかね？」という、

おそらくは正直な感想がもらされたので

ある。各国のアーカイブの現状を視察し

て、その成果を生かした理想的なアーカ

イブをつくりたいと意気込んでいたわれ

われにとって、この一言は、それがすぐ

れた行政官として評価の高いといわれた

その人物の口からでただけにショックだ

った。と同時に、わが国の官僚にとって、

アーカイブの存在価値がいかに認識され

ていないかを示す証言として、忘れるこ

とのできない思い出となった。残念なこ

とだが、帰国後何人か別の行政官と話す

機会があったが、かれの問題意識が決し

て例外でないことを再確認させられ、さ

びしい思いにかられたものである。

こうした行政官庁のアーカイブについ

て関心と認識の欠如は、「国立公文書館」

の歴史に如実に反映している。行政組織

が新設されるとき、ふつうそれは関係省

庁のニードを満たすために、行政側の主

導で行われるのだが、わが国に公文書館

が創設されるイニシアチブをとったのは

行政の側でははく、在野の歴史研究者た

ちであった。諸外国と比べて立ち遅れの

はなはだしいアーカイブの現状を憂いた

心ある歴史学者たちは、「国立公文書館」

の設立運動を行い、その努力は昭和34年

11月に発表された「公文書散逸防止につ

いて」と題する日本学術会議の勧告とな

って結実したのであった。この勧告は

｢国立文書館の設置」をその究極の目標

と位置づけていたが、ようやくその12年

後にいたり、不完全な形ながら、実現さ

れることとなった。総理府の付属機関と

しての「匡|立公文書館」の創設である。

昭和46年7月のことであった。その後さ

らに17年を経た'1召和63年6月、「公文書

館法」が成立した。この法律もまた議員

立法による措置だった。「国立公文書館」

設立をめぐるこうした経緯は、行政官の

側に、公文書の保存と公開についての問

題意識の希薄さと密接に関連しあってい

るといえるであろう。日常業務の処理や

国会対策などに忙殺される行政官にとっ

ては、「文書に下ろした」書類の行方な

ど、考える暇はないのかもしれない。関

心がないのではなく、関心をもつほどの

余裕がないというのが、実情なのであろ

う。その意味において、最近、公文書の

問題がにわかに注目されるようになって

きたのは喜ばしい傾向といわなければな

らない。平成13年4月の「行政機関情報

公開法」の施行によって、行政機関の長

は行政文書を適正に管理する義務を負う

ことが明示されたのである。その原因は

ともかく、これにより行政官が文書の管

理保存に関心をもたざるをえなくなった

ことは歓迎したい。

わが匡|における公文書館制度の立ち遅

れは、たとえば独立行政法人となった

｢国立公文書館」の職員の数を見れば一

目瞭然であろう。平成14年現在、公文書

館の常勤職員はわずか42名、臨時職員を

含めても120名に満たない。ワシントン

地区だけをとってみても1158名の常勤職

員をもち、ほかに166名の臨時職員をも

つ米国国立公文書館と比較するのは無理

としても、432名の職員をもつフランス

国立公文書館、296名の常勤職員をもつ

オーストラリア、131名の常勤職員をも

つお隣の韓国と比べても日本の公文書館

メッセーシ

の劣勢は覆いがたいものがある。いうま

でもなくその最大の理由のひとつは、既

述したように、行政官の側に、公文書の

保存管理の意義についての問題意識が希

薄であることによるものといわざるを得

ない。

米国国立公文書館のジョン・カーリン

館長のことばにつぎのような一節があ

る。

TheNatiOnalArchivesisnotadust，

hoardofancienthistory.Itisapublic

trustonwhichourdemocracydepends.

Itenablespeopletoinspectforthem-

selvestherecordofwhatgovernment

haddone・Itenablesofficialsand

agenciestoreviewtheiractionsand

helpscitizensholdthemaccountable.

しばしば誤解されているように、アー

カイブとは「ほこりにまみれた昔の歴史

の貯蔵庫ではない｣。それは「米国の民

主主義が、まさにそれによってたつとこ

ろの、国民による付託である｡」「国民は

アーカイブによって政府の行動の記録を

自ら点検することができる。行政官はそ

れによってみずからの行動を再検討する

ことができる。アーカイブは国民をして

行政官に説明責任を問うことを可能とす

るのである｡」カーリン館長のこのこと

ばは、アーカイブが民主主義の根幹をな

すというかれの信念を吐露したものとい

うことができる。

カーリン館長の言うように、アーカイ

ブが民主主義の根幹となるほどの重要な

意味をもった組織であるとするならば、

史料館報No.792003.93
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アーカイブ制度の確立は、わが国に真の

民主主義を定着させるための必須の作業

であるといわなければなるまい。そのた

めには、まず文書管理の専門職であるア

ーキビストの重要性を認識し、その資格

を制度化し、その養成の組織化をいそが

なければならないであろう。博物館には

学芸員の制度があり、図書館には司書と

いう公的資格をもった専門職がいるの

に、その仕事の重要度において、それら

に勝るとも劣らないアーキビストは、い

まだ公的資格を認められていないのであ

る。その最大の理由が、一部の意識の高

い人をのぞき、行政の側に、アーカイブ

の重要性が認識されていないことにある

ことは繰り返すまでもないことである。

もし原主管官庁から公文書館に移管させ

ることとなった「歴史文書」が、行政官

の所属する官庁に対し歴史的な評価を下

される根拠となるのであれば、緊張感は

おのずから生まれるに違いない。アーカ

イブの重要性を自覚してもらうために

は、それが国民による当該官庁の業績評

価の基盤であり、説明責任の根源となる

ことを認識してもらう必要があろう。

平成13年11月、「独立行政法人アジア

歴史資料センター」が発足した。この資

料センターは､インターネットを通じて、

日本の政府機関が保有している戦前の公

文書を、「無料で」「いつでも「どこでも」

｢だれもが」検索できる組織である。現

在のところ、同センターが提供している

資料は、「国立公文書館」「外務省外交史

料館」「防衛庁防衛研究所図書館」が所

蔵する明治初期から太平洋戦争終戦時ま

での「アジア歴史資料」に限られている

が、これだけでも総計約2700万画像にも
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達すると推定される。資料の画像化作業

は順調に進み、平成15年6月現在、すで

に660万画像が利用可能となっている。

アクセス数はすでに30万件を超え、利用

者の関心の高さを示している。アクセス

は匡|内からのみならず、中国、韓国そし

ておそらくは北朝鮮、オーストラリア、

米国等、世界各地に及ぶ。

センター長としてアジア歴史資料セン

ターにかかわって1年半。これまでアー

カイブとは縁の遠かった人から、自宅の

パソコン上で簡単に原史料が検索できる

時代になったことを喜ぶ声が聞えてくる

たびごとに､仕事のし甲斐を感じている。

同時にまた、画像化される原史料の管理

保存に心を砕く関係三史料館の文書管理

担当者の努力と、辛苦を考えるとき、一

日も早く、これらのアーキビストたちに

真の生きがいを感じてもらえるような環

境を作りあげ、その努力に報いなければ

ならないと痛感している次第である。あ

えて繰り返すならば、そのためにはまず

行政官の側の意識の変革が必至となる。

アーキビストの社会的資格の認知や、専

門職としての訓練は重要である。アーキ

ビストの制度化はできるだけ早い機会に

実現させなければならないであろう。し

かしかりにアーキビストの制度化が実現

したとしても、アーカイブについての行

政官の認識に根本的な変化のない現状が

つづくかぎり、真の意味におけるアーカ

イブの実現は困難なのではあるまいかと

思う。かつての日本帝国の官吏は「お上」

であった。戦後になって戦前の官吏は公

務員へとその名称を変えはしたが、民衆

の側の「お上」意識は完全に払拭される

にはいたっていない。「アーカイブによ

って初めて、国民が政府の行動を検証す

ることが可能となる」というカーリン館

長の言葉の重さをかみしめたいと思う。
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史料館の研究と事業

平成15年7月に国立大学法人法が国会

を通過し、来年度から大学共同利用機関

である|垂|文学研究資料館も、人文系4機

関とともに独立大学共同利用機関法人で

ある人間文化研究機柵を構成する一員と

なることになった。

昨年度、人間文化研究機構に直属する

｢アーカイブズ研究センター」（仮称）設

立を要望し、多くの学会等の支援をいた

だき感謝に堪えない。しかし、拙速に検

討することはできない、その問題を含め

て同機櫛の組織は今後考えることとなっ

た（鈴江英一「『アーカイブズ研究セン

ター」榔想について」「史料館報』78号)。

アーカイプズ研究を推進する史料館は、

同センターの実現を希求していることに

変わりはないが、独法化への対応を松野

陽一国文学研究資料館長との協議を含め

て検討しているところである。

人間文化研究機構のあり方およびそれ

を櫛成する各機関の組織改革が検討中で

あるために、史料館のあり方は名称も含

めて最終的な結論は出ていないが、史料

館の現状と方向性を報告しておきたい。

法人化により大学共同利用機関は従来

にも増して研究機能の比重を高め、国際

的、学際的な先端的研究拠点の役割を果

たし、その成果の積極的な発信が求めら

れている。中期目標、中期計画に従って

研究を進め、評価を受ける競争的な研究

開発環境のもとに置かれることになる。

現在は国文学研究資料館の付置機関と

史料館長丑木幸男

して位置づけられている史料館を、改組

にあたって国文学研究資料館内の一独立

部門とし、国文学とアーカイブズ学とは

学問基盤が異なるために、各々の独自性

を維持しながら、学際的に連携出来るこ

とは一緒にする方向性を検討している。

アーカイブズ学研究

史料館は①史料学・史料管理学研究、

②史料情報資源化研究、③アーカイブズ

教育（研究）の3本柱を立てて事業・研

究を推進してきた。事業を推進する中で

新たな研究分野を開拓してきたといった

方が正確であろう。この基本的立場は変

わることはないが、研究を中核にして、

業務を再編成することが求められてお

り、史料館はアーカイブズ学の先端的研

究拠点としての役割を担い、その研究の

深化をめざしている。

1988年に刊行した『史料の整理と管理」

(岩波書店）に引き続いて、「アーカイブ

ズの科学』（柏書房）がまもなく刊行予

定である。1994年の準備研究会以来、大

学教官、文書館職員等の研究者50余名と

共同研究を進めてきた成果の一部であ

り、アーカイブズ学体系化の第一歩とな

る。アーカイブズ学の研究課題は山積し

ているが、「アーカイブズの科学」で提

起した課題のうち、焦点化した研究を学

際的、国際的に共同研究を組織して、計

画的に進める予定である。

また、史料館収蔵史料を研究対象とす

る研究として、「日本近世・近代の地

メソセーシ

主・名望家文書を中核とした地域史料の

総合的研究」を進めている。史料館収蔵

史料の長野県高井郡山田家文書は、現地

にも彪大にあり、文書だけでなく大量の

文芸作品等が含まれ、周辺に関連する在

地史料が多く保存されており、すでに史

料館独自で史料所在調査等を実施した

が、文部科学省科学研究費補助金（以下

科研費）の交付を受けて、山田家文書を

中核とした地域史料を総合的な視野のも

とに4年計画で調査・研究している。

同様に島根県三谷家文書を対象とする

調査・研究を実施している。

また、「日本実業史博物館構想のもと

に収集された産業経済資料の基礎的研

究」は、文書・書籍、錦絵、器物資料等

多様な史料館収蔵の日本実業史博物館準

備室旧蔵資料の全体像を解明する研究を

科研費の交付を受けて進めている。その

成果の一環として錦絵写真・器物資料

のデータベースを作成し、ホームページ

(以下HP)上での公開を予定している。

そのほか、科研費の交付を受けて「旧

日本植民地・占領地におけるアーカイブ

ズ政策と記録伝存過程の研究」等を進め

ている。また、学習院大学文学部高埜利

彦教授を研究代表者とする「歴史情報資

源活用システムと国際的アーカイブズネ

ットワークの基盤構築に向けての研究」

に、史料館教官が協力している。

データベースの公開

史料館では次の3つのデータベースを

構築し、公開している。

①史料館は全国のアーカイブズ情報の

収集・集約と発信を進めてきた。わが国

では近世近代の公私にわたる彪大な史

料が在地でも作成され、保存されてきた

が、その全貌を掌握すべ<全国に所在す

史料館報No.792003.93
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る史料群の情報を集約し、データベース

を作成して公開している。様々な機関

団体・個人が作成した史料目録を､印刷、

手書きを問わず長年にわたり体系的に調

査収集してきた成果である。

近世庶民史料調査委員会が昭和23年か

ら調査してi近世庶民史料所在目録』を

刊行し、全国の4429史料群の所在を確認

した。史料館がその事業を継承し、60年

度に「近世・近代史料所在情報の集約及

びその体系化に関する基礎的研究」を科

研識の交付を受けて着手し、史料所在情

報を収集し、その成果として「史料所在

データベース」を作成した。さらに「史

料所在情報・検索」システムを開発し、

平成13年9月から当館のHP上で公開し、

現在43,272史料群についての情報を公開

している。今年度も科研費の交付を受け

て、累計約8万史料群についての史料情

報を公開する予定で、準備を進めている

ところである。

②史料情報に関する一定のフォーマッ

l､を開発し、全国の史料保存利用機関が

それぞれで収蔵する史料情報を入力して

国内外に発信し、またこのシステムを国

内各所に分散して機能させる「史料情報

共有化データベース」を構築し、史料館

ではHP上で試験公開している。

これは平成11年に科研費の交付を受け

て、「史料情報共有化システム」を開発

したものである。各々独自な方法、形態

で史料目録を作成し、史料情報を発信し

ている問題点が指摘されて久しいが、さ

まざまな史料情報共有化の試みが行われ

ているなかで、情報技術の急激な進歩に

よる電子情報の普及を背景として国際文

書館評議会(ICA)を中心に史料情報の

記述の標準化が議論され、提唱された
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｢国際標準：記録史料記述の一般原則」

ISAD(G)に準拠する方向で開発した

システムであり、国際的にも史料情報の

共有化を実現する可能性を有している。

検討すべき点も多く「アーカイブズ情

報の集約と公開に関する研究」を科研費

の交付を受けてこのシステムの改良と発

展を図っている。

③史料館で収蔵する史料情報を「収蔵

史料データベース」として公開し、その

情報発信にも重点を置いている。

さらに、この収蔵史料についての情報

を国際的な標準規格であるEAD化の研

究を進め､72史料群について試験公開し、

文書群全体のフォンドレベルから、

個々の文書であるアイテムまでの史料情

報を発信している。わが国で最初の試み

である。検索手段が充分でない仮目録等

およびマイクロ収集史料について作業を

優先的に進めてきたが、既|:11の「史料館

収蔵史料目録』に収録された史料群の情

報も取り込む準備をしているところであ

る。

アーカイブズ・カレッジ

昭和27年に近世史料取扱講習会開催以

来、63年に史料管理学研修会に大幅に改

革し、さらに平成14年度からアーカイブ

ズ・カッレジに改め、アーキピスト養成

に史料館は取り組んできたが、今後もこ

の事業は発展させていく。平成15年度は

長期コース8週間を国文学研究資料館

で、短期コース2週間を大分県立図書館

で実施し、史料館の教官を中心として大

学教官、文瞥館職員、保存科学専門家の

協力を得て、アーカイブズ総論、記録史

料論、記録史料管理論の講義．実習をし

ている。受誹生は長期コース“名、短期

コース32名である。

史料の整理・保存管理および提供

収蔵史料の整理．保存管理は史料館の

基幹的な事業であり、今後も継続して利

用者への提供をはかる予定である。

わが国有数のアーカイブズコレクショ

ンとして412史料群、約50万点の近世．

近代史料を寄託史料を含めて収蔵してい

るが、全国的な史料状況に位置づけなが

ら、内部構造を分析し、個々のアイテム

レベルまでの情報を採り、印刷体として

まとめた「史料館収蔵史料目録」は第76

集まで刊行し、192史料群の情報を提供

している。それ以外に仮整理で仮目録．

カード目録などにより閲覧提供している

史料があり、検索手段が不充分であるの

で、また教官の史料群構造分析の対象と

して研究し、共|司研究などにより効率的

に進め、その成果として『史料館収蔵史

料目録」を刊行している。印刷体ととも

にHP上での公開も検討したい。

現物史料の受け入れは昭和30年代後半

から現地保存原則の提唱によりマイクロ

収集に切り替えてきた。最近の産業経済

状況の激変に伴い企業倒産等により史料

散逸が多くなり、現地保存の原則と抵触

しない史料の受入を検討している。

適切に保存するために保存科学的視点

から、史料保存環境を調査し、書庫管理

および史料の劣化調査を実施し、補整

ラベル貼付・部分補修．配架などの保存

措置を実施し、閲覧公開に提供する事業

は史料館の基本的な事業と位置付けてい

る｡利用頻度の高い史料の保存のために、

撮影して紙焼き写真を提供するなど代替

化や、画像としてWEB上の公開も検討

すべき大きな課題として残されている。
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史料叢書第6巻『幕府奏者番と情報管理」の紹介

…… …

史料叢書第6巻を「幕府奏者番と情報

管理』（名著出版、2002年3月）と題し

て刊行した。本叢書は、アーカイブズ活

動、アーカイブズ学との係わりで、重要

となる史料を刊行することを目指すもの

であり、本書もそうした観点から幕府奏

者番の情報・記録管理に関する史料を収

録したものである。具体的には、常|態国

土浦土屋家文書の内から「御役中日記」

と「奏者番勤方井心得」を取り上げた。

周知の通り、奏者番は江戸殿中におい

て武家関係の典礼の執行を担当する役職

であり、五節句などの殿中儀礼の執行や

将軍上使などを務めた｡組織上の特徴は、

員数が20人前後あり、それらが一日交代

の当番制によって順番に登城し職務を遂

行したことである。

そのため、奏者番相互の間での情報交

換や殿中儀礼情報の集約が不可欠となっ

た。情報管理が極めて重要な職種といえ

出来事、⑥退出、⑦廻状到来、③廻状写

などについて、ほぼ決まって記す。

ただし、この日記は土屋但馬守の「御

奏者番日記」をもとに部分修正のうえ作

り直さたものである。

また、収録史料「奏者番勤方井心得」

も、奏者番日記を利用して、執務マニュ

アルに仕上げたものといえる。ちなみに

｢奏者番勤方井心得」の名称は、収録に

際して便宜的に付与したものであり、記

録自体に表題はない。表紙部分に内容構

成を示す次のような見出しが見られる。

当番勤方井心得一、御番之事二、助番之

部三、当番椛無之部四、御番割之部五、

病気之節取扱之部六、出仕心得井御機嫌

伺七、出仕断之部八、新役心得九、火事

之部十、雷地震之節心得之部十一、差扣

之部十二、雑之部十三。

大きさは、堅16.5cm×横22.8cm、丁

数は94丁（表紙・裏表紙含む）と小ぶり

な仕立てである。表紙には薄黄色の色紙

を懸け強度を増し、本文料紙には薄紙

(雁皮紙）を用いる。

成立年代は明記されないが、本文中に

引用される情報の年ll'高は元禄から明和・

安永までであり、ことに明和期の情報が

相当の分量を占めることから、明和・安

永期にかけて作成されたことが考えられ

る。

この他､今回収録には至らなかったが、

｢奏者番R記」を利用して作成されるも

のに「奏者番手留」がある。都立大学水

野家文書、東京大学史料編墓所（米倉丹

後守関係)、館林市立図書館秋元文庫、

田原町博物館三宅家文書などに広く確認

できる手留は、殿中儀礼に関する過去の

情報を、携帯に便利な小折本に仕立てた

ものであり、相互貸借により数千点規模

で集積されることもある。館林藩秋元氏

や田原藩三宅氏では手留を箪笥に収納

し、引出ごとにインデックスとなる貼紙

を施し、内容ごとに分類している。奏者

番のもっとも基本的な情報集約の方法で

あったと考えられる。

奏者番職に就任した者がそれぞれ執務

日誌「奏者番日記」を記し、それを様々

に書写加工し、奏者番相互で貸借のうえ

利用していたことになる。日記は個人的

な奉公の記録としての意味もあろうが、

ここでは、それ以上に執務上の情報価値

に注目されていた。加工は家中の者達に

よって、その,i11値を充分に引き出すため

に行われた行為である。なぜ奏者番はそ

のような方法を取らねばならなかったの

か、また、その情報源が各人の日記であ

るのは何故か、そこが問題である。個人

の取り組みや組織の仲間的な対応によっ

て、組織活動が担保されていたことにな

る。ここに幕府という前近代の組織の特

質と、そこで職務に従事する者達の関係

を、記録情報の観点から検討する可能性

が存在しているといえよう。本書はそう

した問題を考える上でも興味尽きないも

のなのである。

る。

◎収録史料と職務日記

収録史料の一つ「御役中日記」は、土

浦藩主土屋但馬守英直による職務Iﾖ記で

あり、現在4冊が現存する。本書ではこ

のうち1冊目（寛政10年6月19日～12月

30日）を収録した。記述は士屋但馬守の

奏者番就任からはじまり、①日付、当番

氏名、添番氏名など、②土屋氏の出宅時

刻、衣装、③他奏者番の登城状況、④老

中の登城・廻りなど、⑤殿中での儀礼。
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九州大学デジタル・アーカイブの開発について

九州大学においては、前身を含めた

100年にせまる歴史の中で、九州を中心

に西日本各地の記録史料を積極的に収集

してきました。それらは、前近代の大

名．庄屋史料、外交貿易史料、近代の産

業．石炭史料、文学史料、医学史料、古

地図などであり、総数は100万点以上に

のぼります｡しかしこれらの記録史料は、

学内の附属図書館をはじめ、石炭研究資

料センター・九州文化史研究所・工学部

図書室・文学部図書室などに分散して保

管されており、一部は目録化が進められ

ていますが、いまだ多くの未整理史料が

あります。

例えば、附属図書館には、17～18世紀

に日本を含めた東アジアの古地図が45点

ほど所蔵されています。それらはヨーロ

ッパで作成され､出版されたものであり、

当時のヨーロッパにおけるアジア認識を

視覚的にうかがうことのできる古地図で

す。しかし目録はなく、ただ貴重書とし

て、智:庫の隅に保管されているにすぎま

せんでした。また、19世紀以降の近代

化．工業化を支えたエネルギー源とし

て、石炭の果たしてきた役割は重大であ

り、東アジア諸地域では活発な石炭市場

が展開していました。九州大学の石炭研

究資料センターは、石炭をめぐる経済的

交流、および政治的交流に関する記録史

料を豊富に所蔵しており、それらを容易

に活用することのできるデーターベース

の榔築が待ち望まれています。
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九州大学助教授・史料館併任助教授宮崎克則

本学所蔵の記録史料は、その多くが九

州の地域性を有しており、東アジア地域

との交流をしめす記録が多く存在してい

ます。開かれた大学としてこれまで以上

に社会に貢献するため、記録史料のいっ

そうの公開が必要であり、従来のような

学内各部局による分散的方法では、対処

することが困難であり、また効率も悪い

と思われます。

平成13～14年度九州大学教育研究プ

ログラム・研究拠点プロジェクト

(P&P)によって研究助成を受けた「九

州大学所蔵の記録史料の活用とデジタ

ル・アーカイブス構築に関する研究」

(研究代表者経済学研究院荻野喜弘）

は、これら膨大な記録史料のうちから、

中国朝鮮・琉球など東アジア地域にお

ける記録史料を中心に、未整理分の史料

を整理し、記録史料データベース（画

像・テキストデータ）を集積し、インタ

ーネット上に公開することを目的に活動

しました。最終的には、九州大学が所蔵

するすべての記録史料を網羅したデジタ

ル・アーカイブの構築を目指しておりま

す（すぐにできるものではありませんが

…)。

九州大学に保管されている記録史料を

一元的に把握して、これを教育・研究に

活かしながら、地域社会に対しても公

開・提供しうるような「文書館」機能を

もった施設が望まれます｡それによって、

ある史料を他分野の研究者が活用・分析

することも可能となり、中国・韓国・台

湾など東アジア地域における史料情報デ

ータベースの構築も可能となっていきま

す。今回作成した「九州大学デジタル・

アーカイブ」は、このような「文書館」

機能の代替的な役割を果たすために構想

したものであります。

以下、いくつか特徴的な事項をあげま

す。

1.本学に100万点以上の記録史料が所

蔵されているとしても、どのような史

料がどこに保存されているのか、その

概要さえ従来は明らかであiりませんで

した。ホームページ上に、産業経済史

料・外交貿易史料・大名庄屋史料医

学史料・科学史料・法制史料・文学史

料・大学史料・古地図・絵画などに大

きく分類して、その概要を掲載してい

ます。

2．附属図書館には、16世紀から19世紀

にヨーロッパで作成された古地図（ア

ジア図）が所蔵されています。これま

で、30点ほどしか知られていませんて

したが、今回の調査によって、新たに

15点の古地図を発見することができま

した。また、「蒙古襲来絵詞」などの

貴重史料についても、その画像情報・

テキスト情報をホームページ上に公開

しています。
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3．九州文化史研究所は、江戸時代から

明治期にかけての記録史料40万点を所

蔵しており、その中には東アジアとの

交流をしめす史料が多く含まれていま

す。今回、江戸時代における海外交流

の拠点であった長崎に関する史料、福

岡・博多の地域史料（福岡県立図書館

所職分を含む）の横断検索システムを

柵築し公開しています。

九州大学デジタルアーカイブのトップページ
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現窪･試賎公間中

4．本学の石炭研究資料センターには、

多くの石炭産業に関する記録史料が所

蔵されています。今回、東アジアの炭

鉱写真（260枚)、石炭史料(1800点)、

石炭輸出入などの統計データ(3000点）

を入力し、画像・テキスト情報ととも

にホームページ上に公開しています。
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5．今回の調査・研究の実施によって、

附属図書館医学部分館が所蔵するシー

ボルト「NIPPON」が再発見できまし

た。大正15年に医学部法医学教室が購

入したものであり、一部は存在が確認

されていましたが、大量の図版（363

枚）が再確認できました。しかもそれ

は、初版本の未製本であり、1800年代

中頃の出版当時の様子をそのままに伝

えている世界的にも数少ない極めて貴

重な「NIPPON」でした。

ホームページのリニューアルにより若干表示形式が変わる予定です
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アーカイブズノート
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実感的、アーカイブズ学のあゆみ
1

高橋実！
一

…
一

－－

1972年の文部省史料館改組の少し前ま

で半年ほど、私は史料館に研修員として

内地留学していたから、改組に向けての

雰囲気は知ることができた。いま史料館

は法人化にともなう改組の渦中にある

が、その史料館に4月からお世話になる

こととなった。不思議な因縁である。

最初の改組の頃、史料館の内部では大

きな変化、脱皮があったと思う。それを

一言でいえば原秩序認識の萌芽といえよ

う。近世史料は膨大であり、利用のため

の素早い整理分類法の検討が先行してい

た。そのような状況の中で、史料館内部

で新しい史料認識が形成されていたので

ある。その成果が、大野瑞男さんの史料

整理論であり、鎌田永吉さんの原位置復

元論であり、原島陽一さんの原形尊重論

などである｡新しい史料認識の形成には、

日本のアーカイブズ論の流れと、近代行

政文書編成に関する論議、あるいは欧米

アーカイブズ学の影響があったと思う

が、直接的契機は「ある大名家の文書群

と対面して原形の大事さを認識した」と

いう当時の館員の話にうかがことができ

る。大量の組織的史料群との対|時の中で

原秩序尊重認識が生まれていたのだ。

｢史料館報』上での井上勝生・色川大吉

論争も、史料館の新しい動向から生まれ

たものであり、今日のアーカイブズ研究

につながる考え方が芽生えていたことが

わかる。

私は、1971年の近世史料取扱講習会を

聴識しており、鎌田さんの熱っぽい現状

尊重・原位置復元論を聞き、それまで徒

弟制の中で身につけていた整理即分類論

を見直すキッカケとなったのである。

史料館は、1982年に類似機関との統合

勧告を受けたが、それまで果たしてきた

独自の役割を理由とする歴史学会・史料

保存機関などからの要望によって統合と

ならなかった。この勧告を契機に史料館

は、史料所在情報サービス機能、史料管

理学研究機能、アーキビスト養成機能を

拡充する方向を明示し、着実に実践して

きたといえる。

この研究実践が1980年代後半につぎつ

ぎに成果を生み出し、著書としてまとめ

られていった。具体的には、安澤秀一

『史料館・文書館学への道」であり、そ

れを継いだ大藤修・安藤正人「史料保存

と文書館学』である。いずれも海外の状

況を踏まえながら、わが国におけるアー

カイブズ学を構築しようとした最初の本

格的な研究成果である。史料整理論に関

していえば「出所原則」と「原秩序尊重

の原則」の具体的適用を検討し、史料群

の構造的認識にもとづいた史料盤理論を

主張したことは重要である。

私は、それまで「現形尊重論」などの

達成を知っており、また物理的史料分

類＝史料の生体解剖であるという批判も

ある程度承知していたから、アーカイブ

ズ学的整理論の提言には衝蝶は受けた

が、拒絶反応はなかったように思う。と

はいえ、主観的には史料の保存と利用に

つなげたいという思いで、それなりに史

料の立場に立って行なってきた史料整理

が、逆の破壊作用を与えていたのだとい

われたときには、正直にいって素直に受

け入れられる気持ちにはならなかった。

いつもの「日本の固有性」などという理

屈をもちだしては、アーカイブズ学的盤

理論の「難点」をあげつらってみた。し

かしその後、現場での史料調査を悩み重

ねていくなかで、あるいは史料目録の編

成過程で、これこそ私たちが求めていた

史料の立場に立った、しかも科学的客観

的な史料調査・整理法である、と認識する

にいたったのである。私にとって近世史料

学からアーカイブズ学への転換であった。

アーカイブズ論でも80年代に大きな転

換があった。戦後の史料保存利用運動を

踏まえながらも、欧米のアーカイブズ論

の主調を組み入れたアーカイブズの理念

や機能が提示され、それがわが国のアー

カイブズ認識に大きな影響を与えたので

ある。このアーカイブズ認識転換の面で

も、史料館は主動的役割を果たしてきた

といってよい。

1987年12月にわが国最初のアーカイブ

ズ法である公文書館法が成立した。法案

の成立までに好余曲折はあったようであ

るが、この法案作成の過程で直接間接、

史料館のアーカイブズ論が大きな影響を

与えたことは否定できない。

さらに同じ年の11月、公文書館法の成

ﾉ0史料館報No｡792003.9



立を見越し、アーキビストの養成に対応

するために文書館学研修会が史料館で開

催された。いまのアーカイブズ・カレッ

ジに直結する研修会であるが、その研修

会に私は参加した。諦義は新しいアーカ

イブズ理念やアーカイブズ学にもとづく

もので、講義の大方は、翌年5月に出版

される史料館編『史料の整理と管理』所

収の原稿ないし校正ケラをもとに行なわ

れ、いずれも熱い情熱が伝わってくるも

のであった。アーカイブズの現場にいる

私たちにはたいへん刺激的な研修会で、

そこに参加したメンバーの多くはいまで

もアーカイブズの運営や運動、あるいは

アーカイブズ学研究などで重要な役割を

担っている。

史料館は、これまで改組統合などいく

どかの「転機」のたびに、それを主体的

に受けとめて乗り越え、積極的に脱皮し

てきたといえよう。

公文書館法が成立してから16年近くに

なるが、アーカイブズ制度は大きく拡充

したとはいえない。しかし、その底流で

大きな潮流が生まれていた。それは、

1990年代後半からアーカイブズ学研究が

進展し､成果がまとめられたことである。

まずアーキビスト高野修さんの『地域文

書館論」であり、アーカイブズ現場での

研究を集大成した安藤正人・青山英幸編

著「記録史料の管理と文書館』であり、

安藤正人『記録史料学と現代』である。

それがさらに2000年代に入ると一段と進

展した。つまり、高木俊輔・渡辺浩一編

著『日本近世史料学研究』、青山英幸

『記録から記録史料へ』、鈴江英一『近現

代史料の管理と史料認識」であり、さら

にわが国のアーカイブズ論の歩みを総括

した全国歴史資料保存利用機関連絡協議

会編「日本のアーカイブズ論」が相次い

で公刊された。さらに近く『アーカイブ

事典」の刊行が予定されている。その上、

アーカイブズ学会の設立準備も具体的に

進められているとのことである。これら

はいずれも20世紀末までのわが国のアー

カイブズ学研究の総括であり、かつ21世

紀への新しい方向の提示であった。これ

らの動きは、アーカイブズ制度拡充に向け

ての大きな胎動であるといって間違いな

い。いずれの分野でも研究の進展は、必ず

や次に制度の拡充につながるからである。

史料館にとって第3と第4の「転機」

の波が、いま急速かつ同時に押し寄せて

きているように感じられる。いうまでも

なく第3の「転機」の波とは法人化にと

もなう改組問題であり、史料館の位置や

機能に関する外的条件の問題である。史

料館は法人化にあたり、アーカイブズ研

究センター椛想を提示した（｢史料館報』

第78号)。今のところ諸般の事情で、構

想の早期実現は難しいこととなっている。

第4の「転機」の波は、情報公開化・

高度電子情報化にともなう従来のアーカ

イブズ認識・機能の根本的転換であり、

同時にそれに起因する21世紀型アーカイ

ブズ学の確立要請であって、この二つの

課題にどう対応するかという内的問題で

ある。このような情勢に疎い私であるが、

根本的再検討がさけられないことは肌に

感じる。

史料館では、これまでも内外の新しい

アーカイブズ学研究の進展に対応して記

録史料の情報資源化とアーカイブズ学の

体系化を継続的に進めてきた。その成果

として史料館編「アーカイブズの科学」

が近くの刊行される予定である｡同時に、

2002年度から史料管理学研修会を制度的

アーカイフズノート

にも内容的にも編成替えを行なってアー

カイブズ・カレッジを立ち上げた。既存

大学院との本格的な提携を考えての編成

替えである（『史料館報j第77号)。新し

い対応と脱皮の一端であろう。しかし、

それだけでは、アーカイブズ環境の激変

には対応しきれない。

史料館は転機と脱皮の連続だった。今

度の改組も、新しいアーカイブズ学潮流

も、それを好機ととらえ、積極的に脱皮

していかなくてはならない｡組織的には、

アーカイブズ研究センターとしての自立

化の実現であり、研究面ではアーカイブ

ズのパラダイム転換に対応した21世紀型

アーカイブズ学研究の推進である（安藤

正人「解説・日本のアーカイブズ論の形

成」『日本のアーカイブズ論｣)。

おりしも政府は、わが国のアーカイブ

ズの後進性の建直しをはかろうとして内

閣府に公文書等の保存．利用問題を検討

する研究会を設けた。もちろんアーカイ

ブズ拡充のためには解決すべき課題が山

積している。たとえばアーカイブズ法制

の確立、アーカイブズ制度の拡充やアー

キビスト養成制度の設立などである。こ

れら諸課題の真の解決には、学問的基盤

が必要である。そのためには史料館が提

案した「アーカイブズ研究センター」は

ぜひとも必要である。アーカイブズ学の

発展は、わが国のアーカイブズ制度拡充

にとって必要不可欠なことだからであ

る。そのためにはll'扇広い支援と連挑のも

とに21世紀型アーカイブズ学研究を推し

進めていかなければならない。幸い、史

料館をとりまくコミュニテーも暖かくか

つ厳しい眼差しで今後の動向を注視して

いる（吉田伸之「二○○二年の歴史学会

回顧と展望・総説」「史学雑誌1112-5)｡
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名
平
成
1
4
年
度
の
成
果

①
調
査
研
究
対
象
：
松
江
市
の
旧
松
江
藩
家
老
三
谷
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
記
録
類
。

②
調
査
日
程
と
参
加
者
:
1
0
月
2
1
日
か
ら
1
0
月
2
5
日
ま
で
の
5
日
間
、
松
江
市
教
育
委
員
会
と
合
同
で
第
1
回
全
体
概
要
調
査
を
実
施
。

③
調
査
概
要
：
段
階
的
調
査
法
に
よ
る
第
一
次
初
期
調
査
と
し
て
、
全
体
概
要
把
握
と
現
状
記
録
を
行
っ
た
。

④
研
究
会
：
史
料
館
で
「
記
録
史
料
調
査
論
の
現
在
一
松
江
市
三
谷
家
文
響
調
査
を
め
ぐ
っ
て
一
」
を
開
催
（
2
月
2
1
日
)
。

史
料

調
査

論
研

究
(

1
)

松
江

市
三

谷
家

文
書

＊
安

藤

青
木

五
島

1
－

1

①
信
濃
国
高
井
郡
東
江
部
村
山
田
庄
左
衛
門
家
文
書
（
地
主
）
の
調
査
を
2
回
行
い
（
中
野
市
主
催
)
、
内
容
調
査
を
進
め
た
。

②
山
田
家
文
書
の
う
ち
、
経
営
帳
簿
を
中
心
に
マ
イ
ク
ロ
収
集
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
記
述
デ
ー
タ
の
点
検
に
も
着
手
し
た
。

③
山
田
家
の
史
料
を
記
録
史
料
学
・
歴
史
学
・
美
術
史
学
・
建
築
史
学
な
ど
多
面
的
な
視
角
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
､
科
研
基
盤
B
2

｢
日
本
近
世
・
近
代
の
地
主
・
名
望
家
を
中
核
と
し
た
地
域
史
料
の
総
合
的
研
究
」
を
申
請
し
た
。

史
料
調
査
論
研
究
（
2
）

中
野

市
山

田
家

文
書

＊
山

崎

丑
木

1
－

2

①
史
料
館
所
蔵
の
武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村
古
沢
家
文
書
の
う
ち
、
残
余
の
史
料
整
理
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
史
料
群
構
造
の
分
析
、
記
述

編
成
方
法
を
研
究
し
た
う
え
で
、
I
S
A
D
(
G
)
に
準
拠
し
て
『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
」
第
7
6
集
を
刊
行
。

②
信
濃
国
松
代
依
田
家
文
瞥
、
信
濃
国
埴
科
郡
水
野
家
文
書
の
整
理
、
信
機
国
佐
久
郡
御
馬
寄
村
町
田
家
文
書
、
同
郡
海
尻
村
文
書
の
整
理
お

よ
び

関
連

史
料

調
査

を
実

施
。

史
料

群
構

造
論

・
記

述
編

成

論
研

究
（

1
）

：

*
丑

木

山
田

五
島

戸
森

1
－

3

*
丑
木

鈴
江

安
藤

大
友

青
木

平
成

8
年

度
に

特
定

研
究

「
記

録
史

料
の

情
報

資
源

化
と

史
料

管
理

学
の

体
系

化
に

関
す

る
研

究
」

と
し

て
発

足
し

、
6

年
間

に
わ

た
っ

て
外

部
の
研
究
者
約
5
0
人
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
体
系
化
に
関
す
る
共
|
司
研
究
の
成
果
と
し
て
柏
書
房
か
ら
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
科
学
」
上
下
2
巻
と
し
て
平
成
1
5
年
度
に
刊
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
編
集
作
業
、
執
筆
内
容
の
検
討
を
実
施
し
た
。

｢
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
」

研
究

1
－

4

史
料
館
教
官
6
名
を
中
心
と
し
て
、
国
内
の
日
本
史
研
究
者
4
名
、
外
国
史
研
究
者
7
名
を
研
究
分
担
者
と
し
、
海
外
研
究
協
力
者
と
し
て
韓

国
・
ト
ル
コ
・
イ
ギ
リ
ス
の
自
国
史
研
究
者
合
計
4
名
を
加
え
、
研
究
成
果
を
日
本
語
を
含
む
多
言
語
で
公
表
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
中
．
近

世
比

較
史

料
学

研
究

の
研

究
費

助
成

申
請

の
準

備
を

行
っ

た
。

ア
ー

カ
イ

ブ
ズ

学
国

際
研

究
＊

渡
辺

安
藤

五
島

加
藤

1
－

5

史
料
館
収
蔵
史
料
群
す
べ
て
の
保
存
措
置
・
修
復
処
置
に
関
す
る
現
状
を
調
査
し
た
。
さ
ら
に
、
保
存
措
置
済
み
史
料
群
内
個
別
史
料
（
ア
イ

テ
ム
単
位
）
の
保
存
状
態
調
瞥
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
。

こ
れ
ら
全
史
料
群
に
関
す
る
保
存
状
態
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
報
告
書
と
し
て
『
史
料
管
理
学
研
究
-
記
録
史
料
の
保
存
管
理
情
報
の
標
準
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
P
a
r
t
2
j
を
作
成
。

史
料
保
存
整
備
研
究
(
1
)

：
史

料
保

存
状

態
調

書
デ

ー

タ
の

研
究

*
青

木

西
村

1
－

6

史
料
保
存
整
備
研
究
（
2
）

：
保
存
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
研

究

保
存

環
境

管
理

計
画

策
定

の
新

手
法

を
検

討
す

る
た

め
、

保
存

環
境

と
し

て
温

湿
度

の
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
生

物
被

害
へ

の
対

処
と

し
て

害
虫

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
の
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
。
さ
ら
に
、
過
去
3
年
間
の
保
存
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
っ
た
。
成
果
報
告
と
し
て
「
記

録
史
料
の
生
物
被
害
対
策
と
総
合
的
害
虫
管
理
(
I
P
M
)
｣
(
『
史
料
館
研
究
紀
要
」
3
4
号
、
2
0
0
3
.
3
)
を
公
表
。

＊
青

木
1

－
7



2
．

史
料

情
報

資
源

化
研

究

プ
ロ
ジ
.
T
ク
ト

N
o

.

分
担
者

＊
リ

ー
ダ

研
究

う
°

ロ
ジ

誼
ク

ト
名

平
成

1
4

年
度

の
成

果

日
本

実
業

史
博

物
館

資
料

"
｜

究

日
本

実
業

史
博

物
館

設
立

準
備

室
旧

蔵
資

料
を

対
象

と
し

て
、

特
定

領
域

研
究

(
A

)
公

募
『

日
本

実
業

史
博

物
館

榊
想

の
も

と
に

収
集

さ
れ

た
産
業
経
済
資
料
の
基
礎
的
研
究
』
お
よ
び
史
料
管
理
学
研
究
室
「
画
像
史
料
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
に
よ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
・

概
造
を
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
的
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
絵
画
・
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
産
業
経
済
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
、
全
街
料
の

概
要

的
状

態
調

査
と

簡
易

な
保

存
措

置
を

実
施

。
ま

た
、

下
記

の
研

究
会

に
よ

っ
て

成
果

を
公

開
し

た
。

①
日
本
実
業
史
博
物
館
準
備
室
旧
蔵
資
料
と
と
も
に
渋
沢
敬
三
収
集
に
よ
る
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
旧
蔵
資
料
（
国
立
民
族
学
博
物
館
）

の
研
究
状
況
と
情
報
化
の
現
状
に
関
す
る
研
究
会
(
1
1
月
2
2
日
)
。

②
伊
達
仁
美
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
）
「
生
活
資
料
の
調
査
方
法
の
現
状
に
つ
い
て
｣
、
青
木
睦
「
日
本
実
業
史
博
物
館
旧
蔵
モ
ノ
資
料
の
調
査

と
保
存
管
理
」
の
研
究
会
（
3
月
1
4
日
)
。

＊
青

木

丑
木

山
田

加
藤

原
島

田
島

2
－

1

収
蔵

史
料

資
源

化
研

究
：

電

算
化

と
史

料
情

報
の

公
開

に

関
す

る
研

究

｢
収

蔵
史

料
目

録
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

の
公

開
準

備
に

取
り

掛
か

っ
た

。
そ

の
ほ

か
全

国
に

所
在

す
る

史
料

情
報

を
「

史
料

所
在

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
」
「
史
料
情
報
共
有
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
公
開
し
た
。
さ
ら
に
史
料
情
報
の
電
子
化
と
公
開
の
方
法
論
椛
築
を
研
究
目
標
と
し
て

以
下
の
研
究
を
推
進
し
た
。

①
記
録
史
料
記
述
電
子
化
の
国
際
規
格
で
あ
る
E
A
D
を
わ
が
国
の
記
録
史
料
記
述
電
子
化
に
適
用
の
研
究
。

②
『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
」
の
う
ち
第
6
4
集
・
第
6
7
集
・
第
6
8
集
・
第
7
3
集
の
E
A
D
化
に
着
手
、
お
よ
び
カ
ー
ド
目
録
・
仮
目
録
(
A
,

B
)
･
マ
イ
ク
ロ
収
集
目
録
の
電
子
化
の
実
施
（
齋
藤
悦
正
C
O
E
)
。

③
史
料
目
録
デ
ー
タ
の
校
正
（
古
沢
家
文
書
・
真
田
家
文
書
の
一
部
)
、
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
収
集
目
録
（
江
川
家
文
書
）
の
デ
ー
タ
作
成
と
校

正
（
福
重
旨
乃
R
A
)
。

④
E
A
D
化
の
研
究
会
と
し
て
、
史
料
館
と
科
研
「
広
領
域
分
野
資
料
の
横
断
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
論
に
関
す
る
分
析
的
研
究
」
（
代
表
者
：
静
岡

大
学
教
授
八
重
樫
純
樹
）
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
情
報
社
会
と
a
r
c
h
i
v
e
s
」
を
1
2
月
2
4
日
に
開
催
。

*
丑

木

大
友

五
島

斎
藤

福
重

2
－

2

テ
キ

ス
ト

化
研

究
：

テ
キ

ス

ト
情

報
の

生
成

と
活

用
に

関

す
る

研
究

*
大
友

青
木

渡
辺

記
録

史
料

の
テ

キ
ス

ト
化

（
電

子
化

）
研

究
を

、
史

料
叢

書
の

刊
行

に
関

わ
り

進
め

た
。

①
収
蔵
史
料
の
テ
キ
ス
ト
化
を
通
じ
た
創
造
的
な
史
料
研
究
と
し
て
、
「
幕
府
奏
者
番
と
情
報
管
理
（
大
友
)
」
．
「
社
寺
明
細
帳
の
成
立
（
青

木
)
」
「
都
市
社
会
と
記
録
（
渡
辺
)
」
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
関
連
史
料
の
収
集
・
撮
影
の
う
え
分
析
を
進
め
、
グ
ル
ー
プ
．
館
内
研

究
会
で
構
想
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
「
幕
府
奏
者
番
と
情
報
管
理
（
大
友
)
」
に
関
す
る
研
究
成
果
は
、
史
料
叢
書
6
巻
と
し
て
刊
行
（
2
0
0
3

年
3
月
)
。

②
テ
キ
ス
}
､
デ
ー
タ
生
成
に
関
す
る
技
術
的
な
手
法
、
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

③
史
料
叢
書
刊
行
な
か
で
発
生
す
る
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
と
テ
キ
ス
1
､
の
活
用
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
．
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

2
－

3

沼 輩 碕 製 ｚ ｐ 己 ｇ Ｂ め 国

ア
ー

カ
イ

ブ
ズ

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
研

究
：

ア
ー

カ
イ

ブ
ズ

情

報
の

集
約

と
公

開
に

関
す

る

研
究

・
史

料
所

在
デ

ー
タ

ベ

ー
ス

と
共

有
化

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
に

関
す

る
普

及
と

研
究

①
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
関
し
て
検
討
の
上
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
前
提
作
業
、
な
ら
び
に
史
料
館
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

普
及
の
た
め
の
基
礎
情
報
と
な
り
得
る
関
連
機
関
の
リ
ス
ト
化
を
推
進
。

②
研
究
と
の
関
わ
り
で
「
関
東
地
域
記
録
史
料
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
科
研
)
、
お
よ
び
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
情
報
の
集
約
と
公

開
に
関
す
る
研
究
」
（
基
盤
B
)
を
申
請
。

＊
大

友

山
田

五
島

齋
藤

2
－

4

＊
平
成
1
4
年
度
、
史
料
館
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
共
同
研
究
の
課
題
、
分
担
者
、
成
果
・
取
り
組
み
な
ど
を
示
し
た
。
予
算
等
の
都
合
か
ら
計
画
立
案
に
止
ま
っ
た
も
の
も
一
部
あ
る
が
、
予
算
の

独
得
も
含
め
て
分
担
者
の
担
当
と
し
た
。
な
お
、
同
年
度
の
科
研
お
よ
び
館
員
個
々
の
研
究
成
果
は
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
3
4
号
に
公
表
し
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。



アーカイブズノート

「武蔵国大里郡大麻生村古沢家文書目

録（その3)」を『史料館収蔵史料目録j

第76集として刊行できた。第56集(1992

年)、第62集（1996年）に引き続いて、

1万4859点の古沢家文書の整理が完結し

た。そのうち名主3587点、戸長5887点、

古沢家5381点である。ここでは戸長役場

史料を中心に述べたい。

古沢家文書の特色はその整理歴にあ

る。明治2年（1869）に名主に任命され

た当主であった古沢花三郎が、13年に戸

長を辞職するにあたり、年番戸長として

古沢家とともに戸長役場文書を分散管理

していた須永家に、両家が所蔵してきた

史料を大麻生村文書として集中管理しよ

うと、古沢家文書を整理して戸長の職務

を遂行するのに必要な史料を須永家に引

き渡し、その残余が古沢家文書となった

のである。

明治6年に設置された内務省は「全国

ノ記録ヲ保存」することを業務の1つと

し、府県からも保存文書目録を提出させ

た。この指示を受けて熊谷県では7年1

月に正副区戸長に「役場附書類目録」の

提出を指示した。さらに13年1月に内務

省が「各町村公有記録絵図面」等の目録

の提出を求め、埼玉県が郡役所・戸長役

場へこの達を通達し、「公有記録目録」

の作成と提出を指示した（史料館編「戸

長役場の史料』2000年)。

大麻生村では明治7年には「古典籍古

文書等」は「無御座候」と届け出ている。

ﾉ￥史料館報No｡792003.9

ー

｢古沢家文書目録」を編成して

－…F－■W■■

実際には古沢家、須永家等に膨大に所蔵

していたのに、古沢花三郎が内務省、熊

谷県の指示に従わずに調査もしないで回

答したのである。

明治13年に古沢花三郎が大麻生村文書

を調査するために依拠したのが、7年1

月の熊谷県の指示であり、2月に「戸長

役場附書類井諸品目録」の作成に着手し

たが、12件の書類を書き上げただけ、白

紙20丁を残して作成を放棄した。雁大な

文書群を前に途中で調査を断念したので

あろう。

7月に作業を再開するにあたり、「役

場付書籍目録取訓心得」を作成して目録

作成の基本方針を定めた。この段階でも

依拠したのは明治7年1月の達だったの

である。それによると「御一新以前」の

｢古書類」は「全備」することは困難で

あるので大略を収録することにし、「御

一新以後」の「新書類」は「全備」する

こととした。しかし、「古書類」の目録

作成は結局断念した。古沢家、須永家以

外にも村役人を務めた家が数軒あり、現

在、大麻生には名主を一時務めた高田家

に名主文書が保存されているように、名

主文書を複数の家で保存しており、それ

らを網羅して調査することは困難だった

のであろう。

「全備」することにした「新書類」を

調査するにあたり、戸長の機能を基準と

して独自の14課目を設けて分類すること

にした。戸長職の経験から古沢花三郎は

一Lー』一L_』一

丑 木幸 男

その14課目が戸長の職務であると認識し

たのである。政府はl1年に府県官職制の

一部として「戸長職務ノ概日」を定め、

13項目を提示していたが、古沢花三郎は

それとは全く異なる機能を設定し、戸長

を務める現場から政府の規定に対して批

判的立場をとったのである。町村制度に

ついても中央と地方とのせめぎあいが行

われており、中央集権的地方制度は未確

立であったことを、公文書管理の面から

も示しているようにみえる。

古沢花三郎は古沢家、須永家とで調査

を実施し、7月7日に「公有記録目録下

訓|帳」を作成した。「調査心得」では7

年の熊谷県の指示に依拠したのが、目録

作成の段階で「役場附目録」ではなく

｢公有記録目録」となり、13年の内務省

指示に依拠することになった。14課目に

分類して227件、595点の戸長役場史料を

書き上げて、今度は目録作成を完成させ

た。さらにこの「下調帳」をもとに県へ

提出する「公有記録目録」を作成した。

これには「下調帳」と同じ配列で戸長役

場文瞥を書き上げたが、政府の規定に批

判的な部分である14課目の分類項目だけ

は除き、文書名の羅列となっている。

従って戸長の職務を遂行するうえで必

要なこの「公有記録目録」記載史料が、

その段階で評価選別されて保存すること

になった書類であり、須永家文書ととも

に、古沢家文書にあった明治期の公文書

である大麻生村戸長役場史料が須永家に
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集中管理されることになったのである。

その後、須永家が単独で大麻生村戸長

を務め、明治17年に周辺の4か村ととも

に大麻生村外4か村連合となり、須永家

が連合戸長を務めた。さらに22年に連合

戸長村が合併して大麻生村が誕生した。

旧大麻生村から行政遂行に必要な公文書

が連合戸長・大麻生村役場へ引き継が

れ、残余が須永家に保管されたはずであ

る。さらに昭和16年に大麻生村が熊谷市

に合併され、必要な公文書が熊谷市に引

き継がれたはずである。しかし、須永家

から大麻生村、大麻生村から熊谷市へ引

き継がれた文書は、大麻生村、熊谷市い

づれにも保存されていない。

また、須永家文書は名主文書および13

年以前の分散管理していた戸長役場文

書、13年に集中管理した文書13年から

17年まで単独で務めた大麻生村戸長役場

文書、17年から22年までの大麻生村外4

か村連合戸長役場文書、および家文書か

ら術成され、古沢家同様に大麻生村にと

って重要な情報を提供したはずである

が、須永家は大麻生村から転出し、同家

文書は保存されていない。

従って､大麻生村戸長役場文書のうち、

現物史料は古沢家文書だけが保存されて

おり、明治13年に集中管理した「公有記

録目録」記載史料は文書名が分かるだけ

である。

以上のように古沢家文書にみる大麻生

村戸長役場史料はそのごく一部である。

(そのうえ古沢家文書は史料館とは別に

埼玉県立文書館にも寄託されているの

で、家関係史料が多いとはいえ戸長役場

文書も含んでいるために、史料館所蔵史

料分はさらに限定されたものになる)。

保存されている史料は、作成主体の機

能や当時の社会を明らかにする重要な手

がかりとなることは間違いないが、作成

された史料の典型的なものとは限らず、

内部構造を解明したうえでその史料の性

格、限界を認識し、史料批判をすること

が不可欠であることを痛感した。

●‐◆◆'◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆‐◆◆◆◆◆◇、、◆今、◆◇●◇◇◇●,◆、◆◆◆・◇‐◆◇、、◆◇

史料館の動き

史料館情報閲覧室活動報告（平成14年度）

資料所蔵状況（平成15年3月末現在）

史料 所蔵史料

寄託史料

約500,000点

8,890点

マイクロ

フ イ ル ム

マイクロフイルム収集史料

マイクロフイルム収集史料紙焼本

4,483リール

10,413冊

民俗資料 約5,000点
聿
盲図 85,362冊

(6,392タイ1､ル）

(6,394タイトル）

史（資）料目録

地方史誌類

逐次刊行物 53,548冊（2,687タイ1､ル）

資料利用状況

平成13年度｜平成14年度

史料・図書閲覧状況 利用者数（人）

利用点数（点）

1,379

20,042

1,288

17,395

文献複写利用状況 電子複写（件）

写真撮影（件）

（点）

出版掲栽地方公共団体等（件）

（点）

出版社等（件）

（点）

放映（件）

（点）

220

256

4,647

国
404

回
四

179

270

5,873

35

198

41

112

4

6

１
１
１
３

他機関への史料貸出

状況

ｊ
１

件
点

く
く

10

266

5

226

お願い＊『史料館報jNo77掲戦の内数値を訂正してください。

史料館施設見学者状況（2002.04～2003.03)

立正大学博物館学講座30名

立正大学博物館学講座28名

創価大学6名

日本古文書学会50名

千葉大学文書館学講座12名

史料館アーカイブズカレッジ研修生（長期）40名
日本女子大学5名

長野市教育委員会2名

台北市中正大学1名

立正大学大学院文学研究科15名

流山市立博物館古文書解読講座20名

人間文化研究機構（仮称）5機関会計部会10名

東京学芸大学教育学部文化財科学教室15名

静岡県磐田郡竜洋町史、静岡県磐田郡豊田町史2名

京都造形芸術大学1名

全史料協．企業史料協．大学史料協の合同研究会23名

4/30

5／1

5/29

5/31

6/15

7／9

7／8

7/18

7/30

7/31

9/18

10/4

2／20

3／11

3/14

3/27
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史料館の動き

平成15年度アーカイブズカレッジ（第49

回）の開催

本年度の長期コースは、前期が平成15

年7月7日～8月1日、後期が平成15年

9月1日～9月26日の日程で東京会場

(国文学研究資料館）で開催された。短

期コースは、平成15年11月10日～11月21

日の日程で大分会場（大分県立図書館）

で開催される（受講者は決定済)。カリ

キュラムは今年度の『史料館研究紀要』

に掲載予定。

評議員会の開催

本年5月2日に評議員会が開催され、

管理運営について評議が行われた。

科学研究費補助金の交付

・特定領域研究A公募・「江戸時代にお

ける言語情報の発生・伝達・管理技術に

関する基礎的研究」（代表大友一雄）に

2年計画の2年目として220万円交付。

・特定領域研究A公募「日本実業史博物

館構想のもとに収集された産業経済資料

の基礎的研究」（代表丑木幸男）に2年

計画の2年目として220万円交付。

・基盤研究A海外「旧日本植民地におけ

るアーカイブズ政策と記録伝存過程の研

究」（代表安藤正人）に3年計画の2年

目として600万円交付。

・基盤研究B一般「アーカイブズ情報の

集約と公開に関する研究」（代表大友一

雄）に3年計画の1年目として520万円

交付。

・基盤研究B一般「日本近世・近代の地

主・名望家文書を中核とした地域史料の

総合的研究」（代表丑木幸男）に3年計

画の1年目として470万円交付。

・基盤研究C一般「版本・錦絵・古文書

に用いられた紙の材質に関する基礎的研

究」（代表青木陸）に3年計画の2年

/6史料館報No｡792003．9

目として50万円交付。

・若手研究A「海外引揚問題と戦後日本

人の東アジア観形成に関する基盤的研

究」（代表加藤聖文）に3年計画の1年

目として430万円交付。

・若手研究B「近世百姓の訴願届伺書類

の作成管理と文面操作に関する基礎的研

究」（代表五島敏芳）に2年計画の2年

目として70万円交付。

・若手研究B「日本近世幕領地域支配の

研究」（代表山崎圭）に3年計画の1

年目として190万円交付。

･DB一般｢関東地域史料データベース」

(代表丑木幸男）に1,280万円交付。

･DB一般「絵画及び写真史料画像デー

タベース」（代表山田哲好）に910万円交

付。

人事異動

・転出（本年3月31日付）

史料館長（教授）鈴江英一

・任期満了（本年3月31日付）

史料管理研究室

客 員教授原島陽一

併任助教授（北海道大学大学院）

田島達也

COE非常勤研究員（講師）

斎藤悦正

リ サ ーチアシスタント福重旨乃

・辞職（本年3月29日付）

事務補 佐 員 伊 藤 亜 矢 子

館内移動

史料館兼務野村龍

採用（本年4月1日付）

第一史料室教授高橋実

史料管理学研究室

客員教授（創価大学経済学部教授）

神立孝一

併任助教授

（九州大学総合研究博物館助教授）

宮崎克則

リサーチアシスタント

（再任）西村慎太郎

（再任）戸森麻衣子

（慶応義塾大学大学院）丸島和洋

併任（本年4月1日付）

史料館長丑木幸男

第一史料室長高橋実

第二史料室長安藤正人

第三史料室長大友一雄

史料管理研究室長丑木 幸 男

情 報 閲 覧 室 長 安 藤正人

2004年度アーカイブズカレツジ開催予定

長期コース於国文学研究資料館

前期7月5日～7月30日

後期8月30日～9月26日

短期コース於松山市

11月8日～11月19日

(前後期・短期とも最終1週間はレポ

ート作成にあてる）
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